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■青年技術者のことば

―文脈、対話、枠組みを越えて―

私が設計者として大切にしたいと

考えていることが 3つある。ま

ず、「土地の文脈に実直であるこ

と」。建築はいずれ無くなる儚い

ものだが、本来の目的を終えても

人々から愛され、残り続けている

建築がある。それらに共通するも

のは土地に対する素直さであり、

その姿勢が美しく映り、人々の心

を捉えるからだと思う。その場所

に建つ意味に真摯に向き合い、解

答を導き出すことが、設計者に許

された職能であるとともに担うべ

き職責であり、時を超える建築を

創る唯一の方法だと考えている。

つぎに、「創造的な対話を重ねる

こと」。施主、設計者、施工者の

三者が集まり建築を生み出すため

には、対話が重要であることは明

白である。常に丁寧な対話を重ね

ることで、要求以上の付加価値を

設計者は考案し、新たな価値を創

造できる。この「対話」こそが、

建築というモノ・コトづくりのダ

イナミズムであり、私が建築に魅

了される最大の理由である。最

後に、「既成の枠組みを越えてい

くこと」。設計者は、文脈を読み、

対話を重ね、これまでの建築の枠

組みを越えていかなければならな

い。現代建築は常に社会のなかで

定義づけられ、時代とともにその

枠組みの変化が求められている。

私は、これまでの枠組みに捉われ

ず、常に新たな建築の価値を創造

し続けていく、その姿勢を貫いて

いこうと想う。
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